






要約 川崎病の病因ウイルスを分離することを目的として,58 例の川崎病の急性期の患者

および 17 例の対照者より末梢血の単核球を分離し,細胞株およびヒト臍帯血の単核球との

混合培養を行なった。この混合培養細胞について,cytopathic effects の観察,逆転写酵素

活性の測定,螢光抗体法によるウイルス関連抗原の同定,および電顕的解析を行ったが,現

在までのところ,明確な病因ウイルスの分離および固定はできなかった。 


